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 1 花森安治「服装時評」、『花森安治戯文集 2─「風俗時評」ほか』（LLPブックエンド、2011年）、253頁（初出は『女
性教養』1954年 3月号）。
 2 新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」(2020年 5月 4日 ) 。
厚生労働省 <https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000629000.pdf> <Last accessed on September 29, 2020>　
厚生労働省「新型コロナウイルスを想定した『新しい生活様式』の実践例を公表しました」。<https://www.mhlw.go.jp/


















































































































































































































































 9 花森安治「各党総裁のお台所拝見」、『週刊朝日』1955年 1月、2月。連載の詳細は以下のとおり。「《その 1》左派社会
党の巻 鈴木茂三郎 千枝夫人」1955年 1月 16日号、「《その 2》右派社会党の巻 河上丈太郎 末子夫人」1月 23日号、






























































































































































 13 経済企画庁『昭和 31年度 年次経済財政報告』（1956年、本文では適宜、白書と略記）。文章は以下のようにつづく。
「我々はいまや異なった事態に当面しようとしている。回復を通じての成長は終わった。今後の成長は近代化によって
支えられる。そして近代化の進歩も速やかにしてかつ安定的な経済の成長によって初めて可能となる」。内閣府
<https://www5.cao.go.jp/keizai3/keizaiwp/wp-je56/wp-je56-010501.html> <Last accessed on September 29, 2020>













































































 18 経済企画庁編『国民生活白書 昭和 32年版』（以下『国民生活白書』もしくは白書と略記。なお、中表紙の表記は以下の
とおり。経済企画庁調整局『国民生活の現状』1957年 10月）。国立国会図書館デジタルライブラリー<https://dl.ndl.
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 56 花森安治「1平方メートルの土地さえも」、『暮しの手帖』第 2世紀 17号、1972年、19頁。このことばをふくむ 1970
年代の花森の政治観については、前掲の拙稿「『品質のよい政府を持つ』こと─花森安治の『絶望』をめぐって」で論
じた。



















































































 58 大宅壮一、中野好夫、花森安治「《鼎談》雑談空手道場 ＜第二回 民主主義の倦怠期＞」、『中央公論』1956年 5月号、
258-273頁。鼎談での花森の発言は、1955年 11月の保守合同により成立した自由民主党と鳩山一郎内閣の諸政策への
批判の文脈でなされている。彼は当時の政治的雰囲気を、ファシズムが台頭した 1930年代の政治状況との類推で解釈
する。「戦後十年で国民がみんな民主主義の倦怠期に入ったんじゃないかね。一々騒いでもしょうがないという感じだ
ね。原水爆実験の問題にしても、最初はもの凄い騒ぎだったよ。今度だって十分に注意はするといっているが、ほんと
うはもっと騒がなくっちゃならないんだけれども、何か年中行事でも見ているような感じだね。今政府がいろいろな法
案をやたらに出しているでしょう。教育法案とか小選挙区とか放送法改正とか、ああいうやり方で国民をだんだん不感
症にしようという魂胆かね。まさかそれほどの高等戦術じゃないだろうね」（258頁）。「一、二年の変化じゃないか。一
人ずつ心の中を見れば、やはり依然として大いにいきどおっていると思うんだけれども、それが現象というか、社会風
俗のうえに出てくると仕方がないということなんだ。前のファッショが台頭して簑田胸喜あたりがのし回ってきたころ
と似てきている」（261頁）。
17日常性の政治学
10900000/000629000.pdf> 
妹尾河童『河童が覗いたヨーロッパ』（新潮文庫、1983年）。
田村哲樹編『日常生活と政治─国家中心的政治像の再検
討』（岩波書店、2020年）。
鳥羽耕史『運動体・安部公房』（一葉社、2007年）。

